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着座動作

起立動作



いち

着座動作とは 
押さえるポイントは？

着座動作

①重心移動 ②関節連動性 ③従重力筋活動



いち

①重心移動 
押さえるポイントは？
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いち

①重心移動 
押さえるポイントは？

藤井隆太,他 : 立位姿勢の足底圧中心位置の違いが着座動作の姿勢制御に与える影響について. 関西理学 8:85-94,2008



いち

着座動作とは 
押さえるポイントは？

着座動作

①重心移動 ②関節連動性 ③従重力筋活動
後下方へ 
移動する



いち

②関節連動性 
押さえるポイントは？

起立動作 着座動作

肩峰 大転子

F Mourey ,et al : A kinematic comparison between elderly and young subjects standing up from and sitting down in a chair.Age Ageing. 1998 Mar;27(2):137-46. 



いち

②関節連動性 
押さえるポイントは？

起立動作 着座動作 起立動作 着座動作

下腿の前傾角度 

起立＞着座

共通

体幹の前傾角度 

若年＞高齢

比較

V Dubost , et al :Decreased Trunk Angular Displacement During Sitting Down: An Early Feature of Aging . Physical Therapy85(5):404-12.2005 



いち

②関節連動性 
押さえるポイントは？

起立動作 着座動作

背屈が少ない中での股関節屈曲が可能

BOS内での少ない足部の重心制御で 
関節運動（関節を緩めること）が可能

関節固定肢位からの 
遠心性コントロールが可能

V Dubost , et al :Decreased Trunk Angular Displacement During Sitting Down: An Early Feature of Aging . Physical Therapy85(5):404-12.2005 



いち

着座動作とは 
押さえるポイントは？

着座動作

①重心移動 ②関節連動性 ③従重力筋活動
後下方へ 
移動する

下腿・体幹前傾 
の調整



いち

③従重力筋活動 
押さえるポイントは？

Koichi Kaneda : The features of muscle activity during chair standing and sitting motion in submerged condition. PLoS ONE14(8) . 2019 

起立動作 着座動作 起立動作 着座動作

前脛骨筋

下腿三頭筋

大腿直筋

大腿二頭筋

腹直筋

脊柱起立筋

https://www.researchgate.net/journal/PLoS-ONE-1932-6203


いち

③従重力筋活動 
押さえるポイントは？

Kai Schmidt et al :The Myosuit: Bi-articular Anti-gravity Exosuit That Reduces Hip Extensor Activity in Sitting Transfers.Neurorobot., 27. 2017

起立動作 着座動作 起立動作 着座動作

外側広筋 大殿筋

重力に抗する動き（起立）と従ずる動き（着座）では 
筋活動パターン（ピーク値）が異なる



いち

着座動作とは 
押さえるポイントは？

着座動作

①重心移動 ②関節連動性 ③従重力筋活動
後下方へ 
移動する

下腿・体幹前傾 
の調整

起立とは異なる 
筋活動パターン
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いち

着座における関節運動 
押さえるポイントは？



いち

片麻痺症例では 
押さえるポイントは？

Koichi Kaneda : The features of muscle activity during chair standing and sitting motion in submerged condition. PLoS ONE14(8) . 2019 

前脛骨筋
ヒラメ筋
前脛骨筋
ヒラメ筋

起
立

着
座

非麻痺側・麻痺側ともに 
ヒラメ筋が早期に活動

TAとの同時収縮に 
より下腿の前傾が 
起こりにくい

健常者

非麻痺側

麻痺側

https://www.researchgate.net/journal/PLoS-ONE-1932-6203


いち

着座動作の特徴 
片麻痺ケースにおいて

①足尖支持に
よる下腿後傾

②骨盤前傾

③体幹前傾

④重心の 
過度の落下



いち

着座における関節運動 
押さえるポイントは？

下腿三頭筋に 
よる足部底屈

大腿直筋過緊張 
による膝伸展

ハムストの短縮 
による下腿の 
引き込み

前傾姿勢に対する 
脊柱起立筋過活動

腹直筋の 
短縮

片麻痺ケースで生じる 
立位保持の特徴

求める着座のための 
立位コントロール

スムーズな 
膝リリースを 
作り出すために

前足部支持による 
COP前方移動



いち

着座動作の特徴 
必要な機能とは？

藤井隆太,他 : 立位姿勢の足底圧中心位置の違いが着座動作の姿勢制御に与える影響について. 関西理学 8:85-94,2008

腰背筋の緊張軽減

骨盤後傾



いち

立位に必要な筋活動 

多裂筋の役割



立位に必要な筋活動 

多裂筋の役割



いち

立位に必要な筋活動 

多裂筋の役割



いち

腰椎の関節構造 

腰椎の可動性



いち

着座における関節運動 
押さえるポイントは？

下腿三頭筋に 
よる足部底屈

大腿直筋過緊張 
による膝伸展

ハムストの短縮 
による下腿の 
引き込み

前傾姿勢に対する 
脊柱起立筋過活動

腹直筋の 
短縮

片麻痺ケースで生じる 
立位保持の特徴

求める着座のための 
立位コントロール

腰背部筋群の 
緊張コントロール 
による骨盤後傾 
および腰椎後彎

前足部支持による 
COP前方移動

大腿直筋抑制 
による円滑な 
膝リリース

下腿三頭筋の 
緊張抑制



いち

着座における関節運動 
押さえるポイントは？
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多裂筋に対する治療介入



前方から腹圧高めた中 
での腰椎後弯を伴う 
骨盤後傾への介入

大腿四頭筋の長さを 
作った中での膝の 
スムーズなリリース



大転子もしくは骨頭を 
意識しながら股関節 
屈曲を誘導

体幹の過度な前傾を抑制 
した中での大臀筋の張力 
を高めた着座動作へ






